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　多生七一複雑化する世宍びl諸課題を解決するために必要な21世紀型市民の

石穴を口指･して鴇続Fごな前リの生産と供給によって地域社会の繁栄を実現

ｊそ｡Ji､?j‘を両‾Cる４つのツ科からなる本学部を2012年4月に開設しました。

　生今上学科」力域食物科学科丿粟境科学科､地域社会システム学科の４学科

已よそれぞれ生烈科学､官物生産･加工､環境･エネルギー､地域経済･企業経

旦づ‾FF;にはｦする知誦･ｷ査問を学ぶとともに､「自然と社会の共生科学」という

こ通行申の下に､広範な知識を統合して､地球規模の重要課題を幅広い視野

からとご=･え自らの生き方に結び付け､その解決にあたることができる能力を

月ごこづるごとかできます。

　これらの学科Eこは､既存の教爾人間科学部､工学部で生命､食物､環境､社会

システムの即発､恥荊を行っていた教員､ワイン科学研究センター､国際流域環

境研究センター-で研究教育を行っていた教員､さらに新しい教員が結集し､い

ままでにない粕昭代の教育ができる体制が整えられました。

一 一

　一零

　－｀･.場-＿＿

苔生啓へ食陽､環境､社会システムについての広範な知識と深い理解が全学科共通で必要だという視

　点て､これらに閔する基礎科目を学びます。

守犬ずでの学び方や統計学､情報処理などに関する基礎科目も学部共通科目として学びます。

居ざらLﾆ理系の３学科では数学と理科の科目を高校の復習からはじめてしっかりと学ぶ必修科目もあ

　りま万万また､目習をサポートする学習支援室もあります。

寺男¬分野の知識だけでなく関係する他分野の知識も必要だという視点で､他学科の科目も数多く学

　べますレ相互乗り入れ科目)

苔社会では何かできるかということが重要だという視点で､最先端の分野で最新の機器による実験を

　行う科目､実際の社会に触れて学ぶ科目を多く設けてあります。

寺各学科の専門に応じた各種資格が取得可能なほか､各学科の専門に関係する高校教諭免許状(理

　科丿民業､商業)も取得可能です。

●



　食糧の生厘づ共給および持続的社会の

実現を担う人材を養成するための実践同

ﾌﾛ豆と行列の住褐を目9でとして､不学酢全

学ねの学生か実習を行います。

　ふ牢記聯庶農場では､山梨県の特産果

樹であるブドウやモモ､野菜などを栽培し

ています｡ヱ摂員君実習では､この筥場を

利ホしてす域特性に逓した農作物の作付

けや､敵性円に設置されているガラス温室

で水耕斜辺などを行います｡圃場実習以外

に七万食品男工工場などの見学を通して、

農庁物の生産芙蓉や品質管理の重要性の

理解をう柴めま亨。

　これまで､作司栽培から食品製造･エネ

ルギ　生産までの過程を理解するため､機

能性雑穀のキノアを発酵させて昧唱を製

遥しだ且藻類の坦畏によるバイオマス生

産などを行いました。

　ライフサイエンス実騏座設には､実験虻

物の腕肩座長ひ下記の各種実験室か整備

されています、不后訟により、酒伝子

CDNAヘタンバク姉､細胞､動物個体の各レ

ペル4こおいて､兄冥した敦司研究を行うこ

とができます。

　【マイクロマニピュレーション室】マイクロ

マニピュレーターが設芭されています｡体細

胞クローン板付1を星空とした世界ドンフクラ

スの教育研究を行います。【細胞培養実験

室】各種動物細胞の培養実験をすることがで

きます｡iPS細胞の実用化を目指した教阿研

兄を行いまＴ｡【細胞イメージング室】種々の

細胞観察装置(顕微鏡等)か設酋されていま

す｡撫先端のセルソーター(細胞を刑態同及

ひ兎疫学同特徴を基準として分別する機器)

があります｡【分子生物学実験室】いろいろな

遺伝子工学実験を行うことができまＴ。

■生命濯環学部教珂課程慨急じ」
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　少数精鋭方式で経済･経宮･法律を徹

底Ｅに学べる文系学科です押ﾑたちの暮

らし､学び､あるいは働きの場である地域

社会は､さまざまな人的･物的資源を石し

多くの潜在力を秘めています｡地域社会

システム学科では､人と人や人と自然と

の共生および持続可能な社会の繁栄と

いう観点から新たな発展モデルの確立

を目指し地域社会のマネジメントに関

わる謬論と実践をバランスよく学んでい

きます。

　本学科では､地域社会のマネジメント

に闇する両門知識やスキルを体系的に

修司するとともに社会人基磁力も育成

レ匡際的な視座と坊城密着の姿勢を両

立させながら社会のマネジメントを担う

屁刀を高めていきます。
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自然と社会との共生を目指す新学部
　､-突の箆｡栄Cよ人類の祠号のテーマであり､我々は様々な生産活動を

通じ又RFiを発屏させてきほーだ｡ところが人間の生産活動により・1蔓は傷

つ１　ゃIいい9り呉の存続がぷ？にきているのは眼屎の事実です｡今､全人

禁駄j･゛･両Ｒ!を鋲掟｡､_J.総力をあけで戌塙保全と持続社会の構築に取り組む

'……ぎ循が研でi｡ヽ成‾4i

　蔡濁と竹tが=二元の繁栄その両立を目指し､私どもの学部は山梨大学

における一匹の学部としてスタートしました､目夕=･とこリtFﾛ]ほな芒たヽな

社会を築<ためには､生命のしくみや恒ぽを1紐1した七で､大字.とjが=?

作用を及ぼし合う廼境を自然lj､学.人文･社き=ｊｙ享の77乃から捉えia

墳に優しい技術を開発､駆使して社今2の発痕をレることかて丞る大ワ

の洵成が必要です.このことから学部名を生前順境学芸孔としほした、

学科間の垣根を低くした｢理｣･｢文｣融合の教育
　生今回堵？匿ま｡擢i聾にｚ和した輝々な先端技術の開発や安全な食

=1:?の生産を目指す自然科学系の3学科と､研究成果を社会へ還元する

役ぶjを担う社会科学系の1学科から或る新しい｢理｣・｢文｣融合型の学

部で1｡楳咬享科は､岳先端のバイオサイエンスとその産業への応用を

享ぶ生お工享科､ワィン科学を庶む官物科学や農学の専門知識と技術

をずぷゆtl.食物ね4学科､自然環堵の調査･解析･評価および管理能力を

享ぷ環堵科摩科､そして流通経済､経営､行政､都市計画など地域社会の

マネジメントに関する専門知識を習徊する地域社会システム学科です。

　教一面では､実験･実習･演習系の授慧を重視し､ます全学科の学生か

溜ｔでのﾌｨｰ一一ルドワークを中心とした専門基礎科目|生物資源実習｣

を履修することで実践的な能力を狗につけま肌ト2年次では『司俯に

しっかりとした基礎力を養い､３､４年次では大学院や七飯で叱要とな

る高度な専門分野への連続性を両両して寺門紅涙を公傷していさま

肌さらに､包学科の専門発展科目も履修できる桶懲Ｅなカリ牛こフ

ムが組まれています｡例えは理系学科の学生はｊ也厩肘笠システム学

科の経済や政策に関する科目の一部を受講できます｡これらの特穫

ある教育によって､涯路先である企業､行政憶関､研究慌関､大学院等

において広範で複合的な諸問題にも対応できる､確かな実践力を飼

むことができます。

特色ある先端研究と自立型社会システムの構築
　圭介順順禁引では農場やライフサイエンス実験施設などの附属施設を

郷こに和国レ憬々な先端的研究か展開されま肌例えは植物の共生菌を

煙った無芒薬露胞栽培や水耕栽培に関する研究､藻類による両生可能エ

ネルギー生産に関する研究､水中の化学物質の同位体分析による汚染調

査と安全な水利用に関する研究､さらには医･工一腰融合の観点から多能

匪新紙唇･ipS細胞､ES細胞)やクローン技術に関する研究などを進めてい

きます､また､地域社会システム学科では農作物や製品の生産から流通､販

売､さらには行政､地域計画までを一貫して研究していきま肌学生も卒業

添文の段階から研究に参画します｡教員と学生が一丸となって生み出した

ｅ

研究成果は､学問の発展に寄与するだけでなく､必Ｔや実学となって持

続社会の発展に紹びついていくでしょう。

　わが国では昨今､地域を基盤に薦いた自律Er9社会システムを構築す

ることの重要性が叫ばれています｡そのような情勢の中で､生命環境学

部は[理]･|文｣融合という特色を生かし､経済経営的センスを持った掻

術者や技術的素養を備えた経営者の養成を通し､地域ブランドの形成

や6次産業化の促進など､地域社会の発展に貢献できるものと確信して

いま肌また地域発の独自の技術やブランドを全国へ､そして世界へと

広げていくのも新学部の役目だと号えておりま肌
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最先端のﾊﾞｲｵﾃｸﾉﾛｼﾞｰで人類の未来を切り拓く

　生命工学は生物が持つ多様な機能を解明し､それらの応用を目指す学問分野です｡生命工学

が生み出す先端のバイオテクノロジーは､様々な分野に大きな要革をもたらしています。

　生命工学科では､バイオテクノロジーによって解決すべき課題を自らの力で見いだし､それら

の課題を高い創造性をもって解決できる能力を備えた研究者､技術者の養成を目指しています。

バイオインフォマティクス､ナノバイオテクノロジー､ゲノミクスを始めとする最先端バイオを学ぶ

ことにより､食品生産(植物バイオ､発酵食品､機能性食品)､健康増進(有用微生物､医薬品､酵

素､化粧品)､再生医学(ipS細胞､ES細胞､クローン技術)､バイオエネルギー､環境保全などに関

する新しい技術を剔出する能力を身につけることかできます｡化学実験や発生工学基礎実習、

専門性の高い生物工学実験等の充実した実験実習により､実践的な知識と技術を修得できるこ

とが特徴です。
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　学びのポイント　　＼

巍i■　入学生の興味と関心
｜

()………C､-1'オサイエンス苓鸚｡強したい

Cj.･‘'･C-1'オテクノ･ロジーで健履な生活に貴献したい

りli用物雪生還｡貪物生産･加工､組織両生などの分野で活躍する研究

　者･柊41者になりたい

●

j≫》　膳Ｓ　得られる知識･スキル

（遣治子や細胞､生物機能に関亨る邦邁と摸索

Ｃ食品や医薬品の生産に役立つ知謀

な食と健康､環境に関する知識と摸祀
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食べることは､生きること｡美味しさや豊かさを探求し、

人類が直面する食料問題の解決を目指す!

　地域食物科学科は､食物科学や農学に関する専門知識･技術を基礎として､果樹･野菜生産や

食品製造､資源･環境などの多角的な視点から､人類が直面する食料問題に取り組める人材を

養成します｡果樹や野菜等の農産物の栽培､食品製造の科学的理解､有用成分の解析と利用を

課題に掲げ､地場産業であるワイン産業などを具体的な例として､農学と食品製造を包括的にと

らえるための教育を行いますiまた､教育モデルとして[ワイン科学特別コース]を設置し､ブドウ

栽培･ワイン製造を専門に研究する国内唯一の研究機関である｢ワイン科学研究センター｣の歴

史と実績を活かして､専門的なワイン製造技術を教膏し､ワイン製造業界で活躍できる人材を喪S.ダ

成します。
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I蔚I　入学生の興味と関心

_.赴Cしい食品を脱退したい

二宰樹・野菜を栽培したい

で贋緊作成ﾗぅに一波がある
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ぐﾆ｀食品の栄養に興味かある

○ワイン製造について学ひたい

穏味覚や機能性に関する知鷹

じ渥薬用御生物の基礎知識

０験悍物生産に関する知識

⑤

心･食品製造･栄養に間する知識

０実樹栽培の知慮と複術

C･ワイン鸚造の知識と植衛
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地球規模での環境問題に向き合い、

持続可能な社会の形成に貢献できる人材を養成

　生物資源の持続的な生産を支える土壌､水､大気の保全や生物生産の現場と周回の生態系と

の調和を通して､自然と共生した豊かで持続可能な社会の形成に貢献できる人材を養成しま影

このため､環境にかかわる自然科学の知識を基礎として､河川､地下水､森林などを対象とした

フィールド調査技術､地理情報システムなどの環境情報解析技術､環境影響予測技術､環境保全

計画作成などの環境管理技術の修得を目指した実践的な教育を行います｡また､自然環境の調

査･評価･管理を通じて､安全な生物資源の生産ならびに国内外の環境やエネルギー､食料問題

等の解決を目指した教育研究を行います。

治置できる分野一進路！環境雇業C廃水処理･l●塙分析･¬ンサルタント・Ｔ¬ピリネ.7毎j/嘔那琴讐!曙部材一ヒフ･ｍ／全芦輩バsi･窄
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　学びのポイント　　　＼

3贈I　入学生の興味と関心
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　ｰ⊇:自然生懸巣と人層ﾈt会の関わ･Jや精読可能な環博管理を学びたい

　≒ﾝ塙填アセヌメント･マネジメントの９野で活躍したい
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●

０環t●に間する物理的･作,堆的な知識

０生態系についての生物拳固･地球利率的な知譜

ぐ･生物生産殲帰郷の調査･評価や保全･圖理のための知識と柊衝
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徹底した少人数教育とマンツーマン指導で

経済･経営･政治･法律を徹底的に学ぶ文系学科

　地域社会システム学科は､｢持続可能な社会の繁栄という観点から新たな発展モデルの確立

を目指し､社会経営に関わる理論的知識と実践力をバランスよく身につけた人材を養成するこ

と]を基本理念としています。

　ここで社会経営とは､経済運営､企業経営､行政運営の3つの分野のコラボレーションを通し

て､地域社会の潜在力を持続的発展のためにマネジメントしていくことを意味します。

　このことから､地域社会システム学科では､社会経営に関連の深い経済学､経営学､法律学､政

治学の4分野の基礎的知識をしっかり修得することに加え､実務能力の基盤となる数理的手法

および調査手法を修得することも重視しています｡また､グローバル系科目やローカル系実習科

目を登高に用意し､国際的な視座を獲得していくとともに､地域の持続的発展に向けて社会を

マネジメントしていくためのヒントを､現場に赴いて試行錯誤しながら自ら掴んでいく行動力を

身につけることにも力を注いでいます。

防1

5a躍できる分野･葺路｜豆蔵!對虹／¶釆|･吸血物／仙ｲｴﾉ衷一菜／ｇ面吐栗･,’ノーrヽこソイ･スｊ／･|胃1lj1血VI・辿･j－Uλ・I『‥1rl,･j1,4

学びのポイント

＆ 』 一 一 　 . . a a - .・ ・ J ･ － ・ 　 ・ ・

＼
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ご経酒蝕枡唇自力でできるよつ

　になりたい

[り経濁社会の駒乗ピジｊンを栢

　けるようになりたい

･ご４業6りイノペーシｉこ,に貪騨したい
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○独創的な政策を立案したい

言グローバルな視点で地域社会

　の発展に貢献したい

⑤共生社会のあり月を探求したい

印社会のしくみを多万面に趣解したい
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Ｑ経済シスフムや企業一宮の儒

　系的知識

Ｑ=財務cこ関する墨礎知識と分析能力

@･紐,畜解析や統計処理等の数理

　同手法
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Ｃ政ｌを立案･討蟻写る能力
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